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【要旨】思春期の問題行動に対する青年期のとらえ直しに関する研究の一環として、大学生が思春期に

おいて教師とどのような関係を持ち、体験をしたか、教師に関する授業を受講することにより教師に対

する見方がどのように変化したかを、受講後の感想の分析から明らかにした。思春期において生徒は、

I)A授業、 B信頼関係、 c普段の人間関係において、 D理解されたり E見守られたりする関係を形成し

ていた。また、 n)問題に対して、 F相談により対応された一方で、 G対応の失敗やH見て見ぬふりをされ

た経験もあった。 I厳しい教師には肯定的な評価が多いが、厳しさの質や程度によっては批判の対象とな

った。また、 J体罰が否定されていなかった。 ill)教師は、 K特別な存在であり、 L一人の人間であるこ

とが当時は気づかれにくかったが、人間性はたとえダメな部分でも評価される場合があった。 M教師のや

りがいと難しさの両面が把握され、 0カウンセラーとの違いにより教師の専門性をより理解した。 N)生

徒は、 P早くから教師を評価しているが、その評価は発達段階により変容した。また、 Q教師の影響は大

きいことが示された。従来の教師一生徒関係の研究と関連づけながら、とらえ直しの諸相が考察された。

不登校、いじめ、校内暴力、非行などの思春期に生じる問題行動は、直接的な被害者のみならず、

間接的な被害者ともいうべき他の生徒にも、取り組むべき課題を残す。そこには、 a)つらい体験

をした自分、適切な対処が充分に取れなかった自己の受容、 b)問題行動の当事者や傍観者となっ

た生徒を含む友人との関係の再構成、 c)適切な対処をしなかった大人に対する信頼感の回復、 d)

問題行動の土壌となり、解決できない社会の受容とその中における自己の定位などが含まれる。本

研究では、間接的な被害者に焦点を当て、思春期における「悪Jとの接触と、自己・友人・大人・

社会に対する見方(信頼)とその後の変化を明らかにする。また、青年にはケアだけではなく成長

促進的な体験が必要で、あること、青年期にそれまでの「育てられる者」としての大人との関係を「育

てる大人」としての立場からとらえ直し始めることを示す。

この課題が未解決のままでは、大人として社会に参加することが困難になり、「育てられる者」か

ら「育てる者」への移行(鯨岡，2002) にも支障をきたすと考えられる。青年期は大人になる準備

段階でもあるととともに、思春期までの自分をある程度の距離を保ちながら振り返る時期でもある。

その一つの契機として大学の授業が考えられる。鹿罵 (2010a)は大学における「青年心理学」の

授業が、「青年(学生)一大人(教員)の世代循環の場」として機能していることを示した。

また、鹿罵 (2010b)は教職志望学生を対象に、思春期におけるいじめの体験とその後のいじめ

に対する態度(関わり方と見方)を明らかにした上で、それが受講によりどのように変化するか、

また教職志望学生としてどのような心構えが形成されるかを検討した。さらに、鹿鳥 (2013)は大

学生が思春期に不登校に関してどのような体験をしたか、不登校に関する授業を受講することによ
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り思春期と不登校に対する見方がどのように変化したかを、受講後の感想の分析から明らかにした。

その結果、思春期における不登校に関連した経験と不登校に対する見方の多様であることが示され、

その多様性を大学生は理解した。また、体験の振り返りと受講により、思春期の難しさに気づき、

不登校を思春期の「表現」としてとらえ、学校に行く/行かないことではなく、「自分を守るJr自

分で決めるJr自分を探す」ことの重要性に気づいた。さらに、思春期の自分や友人の体験、親や教

師、友人により支えられた経験を想起することにより、自分の心や行動をより理解するとともに、

「育てる者(大人)Jとして思春期の子どもと向き合う移行を進めることになった。

本研究では、思春期における教師との関係・体験を取り上げる。教師と思春期の生徒との関係に

ついては多くの研究(例えば、蘭・古城 (1996)や小野寺・河村 (2012)によるレビュー、近藤(1994)) 

がなされてきたが、思春期における体験の青年期への影響、及び青年期におけるとらえ直しに関す

る研究はほとんどない。

本研究では大学における教職課程受講学生を対象に、思春期における教師との関係について授業

を行い、その後に学生が書いた感想について分析を行った。それにより思春期における教師との関

係や体験を明らかにするとともに、青年期における思春期のとらえ直しの様相を検討することを目

的とした。

方法

調査対象者:国立 Z 大学の自然科学系学部(複数)において 2003 年~2010年度に担当した教職課

程における青年心理学系の講義の受講生を対象とした(表 1)。

時警護

費輯数

J惑鵠汝

データ:r教師」をテーマにした授業の終了時に学生が記述した感想、を、次回の授業で配布するため

に教員がまとめたものを分析の対象とした。なお、配布資料を資料 1に示した。

結果

学生の記述を次のように分類した。なお、下表の (8)は表 1の2008年度を示す。

I教師との関係

まず、 A授業(教授法)に関してはい]~ [6]、教科の重要性【1]や、おもしろさ【2L教え

方のうまさ【3]、よい教材っくり [4]に肯定的な評価がされていた。

B信頼関係に関しては [7]~【15]、信頼感【7] ~【 10] と不信感 [11] ~ [13]がともにあ

げられた。

C普段の人間関係に関しては【16]~【21]、普段の会話【 16] や授業時間以外【17] での関係
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が評価された一方で、関わる(関わられる)機会が少なかったこと【19]~【21] があげられた。

D理解に関しては【23]~【27]、教師が生徒(自分)のことをしっかりして見ていて、理解し

ていたこと【23]~【26] が評価されていた。

E見守り、適度な距離 [28]~【33]、直接手を出さずに生徒に任せること [28] [29]、適度な

距離をもって見守ること【30]~【33] が期待され、評価されていた。

[ 1教師との関係〕

<<A授業(教授法) >> 
[1] ~副知激静方芭包主陪題を角手く前三位題掛草く必罰金や、何岡知こ企拐かを、歴劫勿境齢ら話してくれ九
制げ司安持つ必要性放日ることもでき、数朝野き~dtった ω

[2]耕司書汐}o.耕4を自分て作ったり、そσ明日のおもしろさを索bぼく言吾ったりは先出土より思叶拡@

[3]副知泣披剛出ま闘名崎町さったカミ坐伽淵蜘明まらしく教え方も上芋てご今ても尊敬し刀、る。イ1;

μ]先日中2のとき母撲初フプリントが町てき九読み直すととてもよく車内尋できるものて唆ァつ九 (10) 

[5] IJ明知コときでも先自の「あたり、は汁1-1を気にして九九教え方カ汗手的世出版持uだっ九 ω
お]錨食すること陪教えてくれるカミ真盟主銑えてくれ泊中関補三ある。<g)

<<B信頼関係》

[7]和坊位l改人のいやらしさ明唱惑を感じたことカミftvYTTé~ 木当lこ幸町Jと思う。 ω

[8] 副知加古おとよりも自分のことを劫〉ってくれると思っ.てし九道駅親と~~ほとんど話し針ボご担壬と決め

t~ (10) 

[9]好き坊出効率勤するとき、そ内定回九なくなる劫瀕配った鉛

[10] ~凶走と耕市と併臣イ備はあと』授業を蛍蹴2まじめにきくのは厳U輔R 儲実てさ与騨.íR意蹴わある伯
分iことって必要剖科目てであった⑮

[11]プミ音限切方自ままじめな蛾訴l閉する泊ナで、生徒制調してしないようだった@

[ロ]中有コとき、えこひも、きをする先制サごく蜘1だっ九⑪

[13] 大人iゴよる桂大人に対する有識捕えて丸、つ九大人J~的L 鉛
[14] 相|割丸、切と、信頼できることは全く)31灼こと思う。あまり相出こ蔀つされるAきで~jftv 、と思うoø

【15]高30::数勃芳守乱先生諸怒っ白ゑ伸ナるはず切簡単fA寵自治塗く網7なくなγってしまった⑥

<<C普段の人間関係》

[16] 好きだった先生は普段四何気lttv 宙開設気:~ナてくれたり、授業中のやりとりで白繍刻むしてくれたりし
た。@

[17] i副知も国護観宇品汐卜て先生と闘っる時期濃くなった遇洛間友人関係でお歯百げわた@

[18]まず干時を噛手しようとするのてすずよく、人聞包こ闘っることカ決野辺思った@

[19]貴由も注意されること利均く、闘っ剖幾封切劫込った瓜少しさみし，7J'0たと思う。⑪

[20] IJ中高と i.o-<つう」広由討さったので、先生から放って置納九だ動先自立こちらからアクショシをとれば

わりと親切な人も争、し来撤し刀てち阻んも自分を粧会人として対争議してくれる。イ1;

[21] 朝市と仲良く来搬する自制ずよ加九あまり耕駒込砂羽寸1刀なカ〉ったので:tjfj吋ミと知こじn~耐え

手をカtt1よくても成長できる生徒とみなされてし史助、もはlfj吾、と思うとIC，W軽くなったo'ω
[22] 動コパイトをしていると、クラス全員と耗鮪ご仲良くなることゆ誰しく、特泡唯識とl説中良く、それ~三

徒と出輔君ゴよる@

<<D l里角~>>
[23]小学物っとき、先由ま日企つ子L-iJ~見てしなしの司持吋ミと思ってし党カミ匠酌っときにきちんとみてくれて

いることカ苛効りて、嬉L-7J'-ったやりばりブ段ロはすごし'0 (4) 

[24]高樹淵ヨヵヨ傷害諸冨脚光き、自分のよし京を親i唱えいそれ左親から骨Iたときl誠事L-7J'-ったきちんと見

ていてくれ℃舗面してくれてしものだと感ワ二共生はよし、ところを伝えることも必要定と思う。 ω
[25]高樹刺壬とはそんな峨く村わりがy切りた瓜直談して供時即滑存も一人一人よく見てしもと思った

仕0)

[26]ちゃんと封走一人一人を見てくれてし泊先生は九川先生だと思う。 ω
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[27] Iどこまでが自分配将軍勤当を考えな吋註同士{可を言っても無尉三と思しっていたそうず」げ出a'i，自分
の考えをしっかり説明して、B1i::どこまて部自分保寝E枕知ることができた<"3)

<<E見守り/適度な距離》

[2S]中学っときいじめがあり、クラスて話し合刊場がもたれ九失自立口出しえをあまりせず、生描司却若者齢み

て主由奨臥かなり角軟され九(4)

[29]クラスで借題カ湛こったとき、帰り¢ホームルーム四苦部こ先盟友きてよく話し合七可をさせられ九回自Yさっ
たカミそれ左通して成長できた茸防士もあったと思うo (4) 

[30]輔耐出走を理費卒しようと涯づきすぎると、窮屈l乙思う。私も封殺わえめぞ見守けにいた加務心できた(;))

[31]封齢とき同丈先生とつ村官街1ず引説経望ん万九(;))

【:32]理想ι耕醐訪他人島命棋聖揮命を一生摺論評つでも械もくちしのメJ草野いでしすよしも掛

【お】小さし唄抗生にかまってほt..;し、と思ってし寸こ拭放って持、てほしし、と思うこともあっ丸⑩

E問題への対応

問題への対応としては、 F相談に関してい4]~【361-簡単にわかったり指導したりする教師

ではなく【36]、生徒の話を聞き【35]、一緒に考える教師【34]が評価されていた。

G対応の失敗として【37]~ [391-放任【371-体験・力量不足 [381-過干渉【39]があげら

れていた。

さらに、 H問題行動を見て見ぬふりをして対応しなかった教師 [40]~【42] があげられた。

学生は、 I厳しさに関して【43]~ [60]、肯定的に評価している【43]~【50] ことが多かっ

た。また、(当時とは異なり)現在感謝している【51]~ [54]ものもいた。一方で批判的に評価

された教師 [56][57]もあげられた。厳しい教師は両面的な評価を受けていた [58][59]。

J体罰に関しては【61]~【631-否定的な評価がほとんどなかった。

[II問題への対応〕

<<F相談》

凶ある先生同胃炎すると、どうしたらし刊十絢茸えてくれ九男問自立入勝手にイメージを持乙って、こう

すす1l:J1，'1t '<7:xこという感防車わってき九@

む5]伝え加、ことはしっかり自分の中古たまってしも於相判濯見もきけるの於プロ0:欄肢と思った

[36]簡単に「わぬも」という人J土問有でかなお、ι思う。 め

<<G対応の失敗》

[37]不謝究だった人施時贈l己久lぶりにそ斗ってきた先出掛守と高l聞事こ「任せるそヨと言って、練習ι勅
カ〉った生飽3謂蹴遣すぎ?とと思う。@

[38]毒始前顛械をもとに生請時をしてい五学自制調班点ことのなげ自主指1て茂抗する生組調し

て、どう接したらいしy!)/)寸っからfty、ょうであった鉛

[39]友だちとけ人かuととき、しつこく周Eを明カそうとする先生同友あまり知f醸を持ってい加も @ 

<<H見て見ぬふりする教師》

【却]/J中政見「対由する先自こ出封つえめ〉った出制瀬、ことをしても昆て見以3りをする先却場カ〉った@

組】指'Ltc.中割当連こしずこが、授業中山ζ弁当を食"-ic.'IJ、トラシヴをUc.りしてしても、親市謀章子見して授業をしてい

た生徒も掛〉ったけどi先生も動〉ったと思う。⑮

胞]小学脚光きいじめられて九九当相自分カ曹長、と思οてV~耐えそれ以陶こ仕陰った先岱当時わ南版告の
話を卦可、そのとき叫f招請受ffliだったということが材Lった@

<<1厳しさ》

【必]竜丸決生Iまあまり同士舟l.，JとJ酎剤三官料こ「枕り」に銀翼していた ω
[44]中高とよく先生l諮られたカミ仲良く柏た先生l地向ことでは約うlご話し制ナてく九開?ってくれ九逆

に注喜男士するカミ他のときta羽期つりが之討〉った先自ことって自分は注昏広樹割ごすまなかった ω 
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【必】小学校3・4年生のとき併E臨まとても厳しかったが、クラスがまとまっていて楽しかった⑩

[46]中学のときによく観鳥る先生州、たでも、四三尽司会民、生きるうえで、もっともなことだbたと思うo (g) 

[47] 少し道~はずしそう t:::}ょったとき、しっかり叱ってくれ九正闘も見てくれ九(10)

[48]た悶憂しし'VJ'GfJ誌、厳しん、から駒市立ftv'a厳しくても蛍却コためlこ怒ってくれる先自捕まbヰゴ出J訪〉つ

た也0)

[49] Iよかっ加と開面しto世包主よくほめてく机カりきちんと叱ってくれfご卦卦主った⑩

【日]中学明大霧賠~--C~ ベテラン向先由説国鳥ったり指齢降折ったりした翌年l諦市百万世Eミオ!サドして、
出起こ気を勃斗¥気合が人らなくなり、くセ、く泊ゴょった⑩

[51]ノj午椀こしりも伽りお住回丸丸で、も今てはしっかり怒ってくれたこと同謝礼刀、る。掛

【52]障制こも動、ことはしっかりと叱ってくれる先制九九最初会吋花〉った於今時翻してしも⑩

[53]先生α時なことも島由す抗そのとき団結ち討議枠こと協吟'fdotって珊雫できることもある。@

[54] s哉こ崎支しく言川憎封1殺宏買って出ることも大事史、と思う。卒業し守主釘司出てから、「うっとおしし、こと言

っていたけど、役に立ったな」と思ってくれたらそれ》前も、と思う。鉛

[55]ヰ洋江朝郁うざったく感じたのは圃と考えると術専できと』ただ牛明朝ヤコ自分iこそう言ったとしても

高.fli.尋できる制対っからttv'a イ1>

[田]小学校市こはすく羽鳥る先生坊主いた画到くさ吋も言うことをきいて九¥tdJ主権力剖吏つで封泡ご言うことをき

かすとし、うやり方はよくなし、と思う。⑩

[57]スイミングスクーノレではガンヌル都鳥られ九掛け乃N材鞠ヰこなった(g)

【回]中物凋主翫する生徒をス内Lおもしろがって応援して九九励tされる先生出崎務総オ1ているが、矧れ

ている潤畠ゴよっているかだっ九不良と開設尚子も信越惇暫万世と日々バトルを繰り広げてけこが、そ広洗

生lこ一蓄量rつむ巾九ちょっとうらやましかっため

[59] /ト学校 5 ・ 6 年生のときの先由ま2ß$品ユ民漉けることがあったそれ~うとましく思ってしも人とそれでよ
かったと思ってし、る人叫可加丸ずζ ⑩

[60]人を傷つけたり、遊寄を制t1とりするようなことに対してl主ぱ走を怒りたしも ~) 

<<J i:本罰》
【61]運競lrJ濯扉司かG{精1を受:lt1こ武先生を|混んだことがttv'a自分カ曹弘法思ゐ弛んでしまう。 耐七つ寸申lますJ

とし、う考えカヰ長会巾、るからだろうね ⑮ 

【62]遺跡阪薬師渉開こ暴対?とった入院・自宅康麹こなった部員ま万九それでもf即コ部員は頭習を耕且の

ょうl歌っていたさらにそのよう材鳴を正当化していた@

{回】中学楠閥均先由コホ曲厳しかった顔面亦Lーノレをぶ4ナられ鼻血をだ、した也、てもそのまま練留さった

しかしそザ註の刊こいるときの方方移くのことを学ん放加する。(g)

E教師の役割

K教師は特別な存在として見られ [64]~ [72]、絶対的【64][651，理想的な大人の代表【66]、

万能的【67]、崇拝の対象【68]として見られていた。家族がいたり【71]買い物をしたり [72]

ことにショックや違和J惑を持ったことにも特別な存在であることがうかがわれる。

それに対して、 Lふつうの行動【73]、ダメな部分 [74]、不真面目さ [75]に人間らしさを感じ

ていた。また、今になって「教師も一人の人間Jということを再認識した記述【76][77]も見ら

れた。

教師は M やりがいのある魅力的な仕事である【78]~ [80]一方で、、難しい仕事である【81]

~【84] とみなされていた。

また、 Nとして家庭との機能分担、連携、相互影響 [85]~【87] があげられていた。

講義でとりあげた O カウンセラーとの違い【88]~【94] に関して、カウンセラーが求められ
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る理解とは異なる【92]、アドバイス [89]、生活 [90]、対応 [91]の意義があげられた。また、

多くの仕事のなかで埋没しないこと [93]，バランスを取ること、「総合職としての教師」の重要性

もあげられた。

(III教師の役割〕

<<K特別な存在》

[臼]IJ中政見詰世I;:::jミきな存租惑と絶対に正L川というイ劃附liV糎撹掛ってし九融自こなると、先生も人

間だし問主うこともあると考えるようになった鉛

[65い朝交で尚也訴敵拍句だとし、う諦栓もってほしし、と思う。 ω
[槌]j親m士大人Jの代表として見てしまう。今IJtってやっと、しちし¥ろなタイプの大入品、ると思うようIJtった

親は子どものた瑚こも耕雨ほ監町次人1象封紡ているようお訪サ&φ
[67]忠岡市も矢口って川るしイ晴樹リ救ってくれると思ってい九掛

i回】中勃っとき、出壬を異常1己弱卒してし九今考えると、な世対11ま旦報交ててきた劫寸っからなしも鉛

[69]生設立さったときは耕腕万護さも耕耐トんの人周だったことも幼りてい的斗った耕脚球号続受lナ口、

て先生に申日Rなく思う。今ならとても優秀出師包Jtりそうお訪サる。 o
[ヲ0]IJ中oj翼;:]i.， f町コクラス味国主ご措炎することなんて考えられj劫〉つ丸でも、もしそうし、うことが簡単にで

きる霜民放れは楠長相手訪湖召さけで?拾くなり、心掛、と思う。 ω
[71] IJ明知万世に奥さ人沖子ども州、るときいて、ショックを受けた覚が2ある。「父親のよう感じていて、日3

父さねと略ん活費食もあるb をめ

[72]先由遁を若丸、てしYたり買物をしていたりするとi罫憾お惑じたをめ

<<L人間としての教師》

【.73]生自治医汐己主伺百をしているのを聞き、そσ万世田芳E寄りがたし吋メー渇明フらし可矢調ご話L捗Hナられ
るようtひなった④

【74]しちいろな欄掛川Lf:。録曲齢入品制りわのほ齢花そして、国軍鞠酔騨脚つダメy詰扮か

ら学吋とことも多ぬ〉つため

[75]どちらかと言うと有事面目fJj註の加鞍し射づ的九ゴ#覗担金しで帰って来た先生はあまり好きてザよカミ

った。 φ
[76]親市もl弘明白のだと、最虫気づくよう10ょった ω
【77]今まて切朝惜しちいろ思涯すと、尊敬できる人弘「友れlj捕畠吃ろうjという人もし九しかしへ怯自

分ずとち峨日ら品、とこ宅入気骨平協、ところなイ砂しら苦労・工夫してし内のげよあと感じ九 ω
<<M教師のやりがいと難しさ》

腕】親耐温みも多川だろうカミ苦労に見合う車凡とてt大きい、魅胡湖議業だと思う。⑪

[79] 老婦市つです1まらU官官撲です比~? ⑪ 

[80]養護者知万世に if.Lたちほ仕方なUこここで市動Y司、るわけて:f;lit1ti，女子きで楽しし1からやってし、ることを見

てほしし\jと言オオ""t~。 ⑬ 

[81]講義刀村容を場清見場寸子うり諺誰しそう。<3)

[82]教荷主必ずしも認が糊オ1るもηでlま加、しすく同課が出るものでもft1ti， ⑪

駒]クラスで間島湛きると、最鮒抑制壬一人Jη責白球るので、大野Jと思った@

【剖]特均先生坊主 i;f，此n/1としてみUょをみている」と言材1九協も出品、う考え方はどうかと思う。掛

<<N家庭との関係》

E部]耕税務掛か調革調説明すべきだいろい仇ものを朝市こ求防すぎて、機回鞠症してし泊。例却ま持

害弱ヰ買うのも仕事めうちリということ居期月されなし注意義淵コかりにくし、と思う。 イ1>

[86]親脱出返球母のこともE毘びれておくべきだ φ
[8寸窮疾封碁つける劫丸内ずさったのt ストレスがたまっているとき1;:]お也¢悪口を言もまくって九九(10)

<<0カウンセラーとの違い》

腕]耕市として叫謝つりとカウンセラーとしての関わりは子どもそ場配給、て重費出始擢う。め

[田】生絹当面続受けて、アドバイスし刀、る大出丈下手材ウンゼラー官立加も思う。@
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[叩]非日制怜こと寸尚んて九百るとき、無制こその↑齢をぶり返されるより、あ研型支自分前官ち着くまて拡普段

どおりの自宙つ中にいることで落ち着くこともあると思う。@

島1]関宮瑚平一柿むというIf[都当射さと思って九史が、ます神仏諸事蓄財ることも期だと気d 九<'3)

肱]珊卒するよりも他にできることもあるかTつはlf~l; ~ 0) 
[93]耕耐濃いヌパンセ考えたら、ゴ岳ゆ仕事め中fj留金してしまうと思うo <'3) 

[94]教育であるーぐのことに集中すると、過のことがうまくできなくなる。しかし、政つ方も大事問も、バランス

を保つことがを情するということf~ょとJo o 

W教師に対する評価と教師の影響

P教師に対する評価に関して [95]~ [104]、小学生でも評価を行っていた [9510その評価基

準は発達段階により異なり [96]~ [100]、後から評価が変わる [101]~【 103] 場合もある。

Q教師の影響は [105]~ [117L子どものとき【105]~ [110]、その後に対しでも [111]~ 

[114]も大きいが、いい先生や尊敬できる先生に出会わなかった [116][117]という学生もいた。

瓜朝市に対す話怖と影響

<tP朝時謝する子どもぴっ看羽田とそσ四七》
[95] 親州可も罰プよくても、 ;J年生同訪住主が良吋叫かどうが判断できると思Lう。~
[96] ;J中o:tJ事こIお住民遊1v1ざり話したり、かまってもらうこと減子きだった瓜商克こなると厨弘治めばえ担

任とも話す()効主イヤだったゆ

[97]小学杭のときにはー嫡ヨ基んでくれる先生ヰキ棋のとき同哉、ろしち笥プよしウザくなしヲ也、両知っときに

国歯切J減措をしてくれる、またはー絢己い司中される先生誠子き荏った⑩

腕]中日中3のとき叫担割司一人助問判耐遣うo (10) 

[99] ;J中のときほ末索庇ったための孝顕官コあ目安しをしてし九直納U~ると大人lu去ったた湖汐世に対して支句
を言tjよくなった qω 

[1∞I尊敬できる定主と友だちηょうfぷ出まどちらを大防では?ザ)

[101] そのときは苦苧窃秘 Y売さった先制鞠U~ってよし汐自主と思うことがあ引伽人l扮も昔も良し汐自立良い

しヘ競~~だった貴由説若ドだという。 側
[102] 中3 骨四百討議長b 、でよく口論U~った。今て壮その晴樹ヨよし治験だったと思うし、口論してくれたことがそ

向先生のよさだと思っているb (10) 

[103]今ま司卦会った耕市ですごくしもヲ註と思Uえるような人liV')切りたしかし今思泣すと、官トと封勝こ

とを考えてし1たしも耀ぽつわののなと思ったりもする。イ1>

[104]好 き お 也蜘1柏田三科v切りた⑪

~Q耕府寝饗》

【105]学塞期l訪住在宅千也人lヨ掛け1る劫野きだった先出こlまめけ1る友だちの丸、ると同じことをまねしてし九

<'3') 

h侃】先生の何気品、ことlがすごく Il;f~美ってし史り、こんな人lひなりたし、と思ったりしたことがあったL

[107]親恥ら親からl託尋らがよいことをたくさ人耕?ってきた ω
[108]先生曜霊塔幼湖こ叫党ことがあと』高協ゴよるとそうでなくてしも、ことを読撒てき耐えそれi坊主では

なく友富清見から掌Ivtヰイ1>
[109]副知〉伯幹万世がすごくかね'iJ>-ったそら坊性に鱒号するためlこ伯埼錨凱点。位制尋薗ゴわた

仕0)

【110] 予備知汐由主魁齢別保険でも影翠紛失きカ〉った今考えるとそれほどたし白、Lf~ことでもないとも思う。
@ 

[111]耕市改り加、と思つわのは理関ゲぷ住包こ社陰ったから自分滞建蛙与え引賊ゴよったら少しこねも⑪

【112] ヰ哨交3年縄問脱出糊ヨさったそうてずJけリ主主う人生を凱万ずこのて:1~l;~かというぐらし耀睦受
け丸 ⑩ 

[113]高樹コ騨耐此てきたノ守スロlこはまって九、る。¥11ω
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[114]掴封漬|生なあることが多かったためれ年上の女性と接する川胡蜘コプJ州主年上旬男性とは日のように接

すれJ'j1，'1; V効寸=からfJ:l;'o ~ 

[115]しづtナのときlζ意見を押しつけることボ悪いと出必ずしも尉刀しL大人の豊富な治験を割当して、半l断して、

多少弼|にでも言って間せな叶ゆ~ら品、ことがあると思う。(/)

【116]自分カ灘職改ろうと決めた仰丈南郊制こいし噴出こ出封ブ劫斗ったからだ⑩

【117]あまり尊敬プできる先生ほ陰った詔齢湖、だ恥ら期柏勿慎重樹射狩てfJ:l;'0 (6) 

考察

I教師との関係

藤岡 (1997)は教師の多面的役割として、1)インストラクタ一、 2)学習環境のデザイナー、 3)

学習メディア、 4)モデル、 5)学習プロンプター、 6) カウンセラー、 7)対話者をあげている。本

研究では、教師の役割・機能はA授業、 B信頼関係、 C普段の人間関係、 D理解、 E見守り、 F相

談などに分類された。生徒は授業への取り組みと授業以外の日常的な人間関係を通して教師への信

頼関係を築く。問題に対して直接相談に乗るだけではなく見守ることや、普段見せない理解を示す

ことで信頼関係を深めていた。

近藤 (1994)はカウンセリング研修により教師の子どもに対する姿勢が、 a考える、 b見る・見

守る・見えてくる、 c聞く、 d受け入れる・すくい上げる・寄り添う、 e話す・関わるように変容す

ることを示した。これらはいずれも本研究で学生が高く評価していた教師の行動・姿勢である。こ

こには指導を中心とした教師とは異なるタイプが高く評価され、求められていることが示唆される。

E問題への対応

学生は IH見て見ぬふりをする教師」に対して厳しい評価を下す。また、放任 [37]や力量不足

【38]、過剰介入 [39]に関しでも否定的である。これに対して、 1I厳しい」教師、しっかり叱る

教師、ほめるときと叱るときのメリハリがある教師に対しては意外なほど肯定的である。また、青

年期になり再評価したり感謝したりする学生もいた。ただし、権威的な教師やただ怒鳴るだけの教

師は嫌われた。また、生徒により評価が異なる場合もある。このような結果を教師が知ることによ

り、嫌われる権威主義と肯定的に評価される厳しさを理解・区別することが期待される。しかし、

体罰も否定されていない点に関しては熟考を要する。結果ではなく体罰自体が教育においては許さ

れないことを教師も生徒も理解する必要がある。

E教師の役割

教師は特殊な存在(日常生活を営んでいるとは思われていなし、)であり、絶対的であったり理想

化されたりする存在でもある。青年期になると一人の人間としてとらえ直されるが、その脱錯覚が

持つ意味は学生により異なる。特別視していたことを後悔する【69]、悩みに気づく [76]、苦労や

工夫を見直す【77]など。このとらえ直しが思春期の体験の意味づけと大人への「なり方」に影響

すると考えられる。

教師はやりがいのある魅力的な職業であると同時に、難しい仕事であるとみられている。難しさ

に見合った、あるいはそれに勝るやりがいと魅力を感じられるかが、教職の選択と継続の鍵となる。

カウンセラーとの違いをあえて取り上げているのは、カウンセラーとは異なる教師の専門性を確
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認するためであった。長尾 (1991)は「臨床家から見た教師の問題点」として(1)現時点だけの

生徒の行動だけをみていきやすい、 (2)生徒本人以外の親や教師の情報に頼りがち、 (4)即効を期

待し教育実践に余裕がないなど 6点をあげている。これに対し、鹿罵の XYZ理論(試論;資料)

では、 X周囲との協力、 Y日常生活のレベル、 Z学校の時間軸(学期・学年・卒業)を重視してい

る。学生も両者の関わり方の質的違い、即時対応や関わりながらの理解、アドバイスの重要性に気

づいた。

N教師に対する評価と教師の影響

小学生でも教師に対する評価を行っているが、その基準(軸)は発達段階により異なる。岸田 (1987)

は「期待される教師像」が、小学校低学年では「やさしい指導者としての母親的教師」、小学校中高

学生では「公平で熱心な学習指導者としての父親的教師」、中学生・高校生では「専門家的・人生上

の教師」と変化することを示した。本研究でも同様の結果が得られた。また、評価が後に(青年期

に)変容することが本研究のテーマである。

教師がその後の生活に大きな影響をもたらすことも示された。ただし、淵上 (2000) によると、

中高生の進学意識は明確な目標の有無により、誰の影響を受けるかは異なり、明確な目標を持つ生

徒は親に比べて教師の影響を受けやすく、本研究の調査対象者にあてはまる。

V 「育てられる者から育てる者への移行期」におけるとらえ直し

青年期は「された体験」をもとに「する体験」を形成する時期でもある。これから大人(教師)

になる青年としての見方も出された【14，22，32，54，60，79，81，91，92115，116]0あるべき教師像を自分

の体験とは独立して模索するのではなく、自分の思春期における体験と青年期におけるとらえ直し

に基づき形成する過程として大学の授業は重要である(鹿鳥，2010a)。

本研究では思春期における教師との関係・体験がどのように想起され、その体験や意味づけが青

年期においてどのようにとらえ直され、大人(教師)像に結びつくかを示した。
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資料 1 講義の配布資料(例)

青年心理学(仮名)【11"1]07/06/24 

青年と教師(付:力ウンセラーとの比較)

【1】あなた(生徒時代の)と教師との関係再考

a) 影響力の強さ(弱さ)、影響の与え方開時期を再認識する:小中高の違いは?

b) 関係の持ち方の自覚(対人関係パターン、内的ワーキングモデ、ル)

c) 理想像(具体的な教師、概念)を思い浮かべる

d) 否定する像(具体的な教師、これまでの自分)を考えてみる

【2】人間関係の中の教師との関係

e) 教師との関係:①発達段階、②異世代間教育、③制度的、④学級集団、⑤人間的接触

の 家族や友人ほど高く評価されていない/しかし影響力は大きい:理想と批判

g) 親とは違う(同じところもあるが):生徒を対等に扱う =l/nとして

h)友人とは違う(似たところもあるが):対等にはなれない

i) モデルとして・文化の伝達者、認める大人として:significant other 

j) 挑戦される立場として:大人・社会の代表、家族とは異なる大人、否定されるもの

k)家族との分担・協力・葛藤:家族は感情的機能&教師は道具的機能、両者の力関係

1) 一人の大人・社会の一員 個性を持った生活者(学校の主人公は子どもと大人)

【3】教師の役割

m)授業の担当者:教えることの大切さニ教科&感情・コミュニケーション・生活

n) クラスの担任:集団のリーダー(教師のタイプ、集団のタイプ)、任意の組み合わせ

0) 集団の運営者:個人と集団の関係:①集団の力を利用、②集団と措抗、告集団とは独立

p) 学校制度の一員として:組織の一員(職員の組織、組合など)

q) 地域における「先生J役割:行事、地域活動、生徒・保護者の目

【4】専門職としての教師

r) 人間関係は相互作用・循環:あなたのせい、私のせい、相性のせい(状況のせい)

教師期待効果、投影、ラベルはり、引き出す力、急所

s) 青年の先輩・思春期の体験者として:安易に「大人・社会」を持ち出さない

t) 苦労に見合う喜びを知っているかどうか

u) 同じ苦労(共苦)をしている仲間との連帯

v) 一人の人間として、自分の持ち味を生かす(役割に呑み込まれなし、)

【5】教師とカウンセラーの特徴と協力 (XYZモデル;試案)

教師 心理学者

X 教師一生徒/周囲との協力 一対一関係の重視
社会関係 集団の中の一人(集団を利用) (スクーノレカウンセラーは調整役も)

Y 日常生活のレベル(これが重要) 深いレベノレに焦点を当てる

関与の深さ 相談等では深い関係 「あえて触れなしリ

Z 学校の範囲が中心(前年度、卒業までに) 生育史のなかで(誕生前から)
時間 毎日の関わり 長いスパン(成人後まで)

a) ~親雅史書山明淀・闇突で1';)なく、新しし可嬉l捌サ加・他材購者と制崩3樹められて九、る

b) 一人二羽諜監しし 1民「一対~J が求められるときもある

d 鞠市訴訟合職直接「こころ」を扱うE洲こもさまざま羽謝つり方がて?きる
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